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第４章 地下水・土壌の環境 

 

１ 地下水汚染の現況―――――――――――――――――――――――――― 

平成元年の水質汚濁防止法の改正により、県の地

下水質の常時監視と有害物質に、有機塩素化合物が

追加され、市では平成元年から県と協力して、地下

水調査を実施しています。 

県は、「地下水の水質に関する計画」に基づき、

平成元、2年度において、市内13地点で地下水概況調

査を実施し、4地区（吉野・大虫・王子保・北府）を、

トリクロロエチレン等が水道水の水質基準を超える

汚染範囲とし、現在も監視を続けています。 

また、平成10年度には、白山地区の事業所から、

有機塩素系溶剤による地下水汚染について県へ報告

があり、事業所周辺を調査した結果、1井戸から基準

を超えるトリクロロエチレンが検出されました。平

成12年度には、県の概況調査で、塚町、三ッ屋町の

砒素が、環境基準を超えて検出されました。平成13

年度には、四郎丸町（王子保地区）で実施した定期

モニタリング調査及び詳細調査で、トリクロロエチ

レンの分解生成物であるシス-1,2-ジクロロエチレ

ンが、環境基準を超えて検出されました。さらに、

平成19年度には、戸谷片屋線道路建設予定地周辺に

おいて、総水銀等が、環境基準を超えて検出されま

した。 

以上の結果、県は、砒素による自然由来の汚染 1

地区（長尾、塚町）と、有機塩素や重金属などの人

為的汚染 6地区（吉野・大虫・王子保・北府・米口・

家久）について監視を行っております。現在市内に

は、土壌汚染対策法第 5 条に基づき県知事が指定し

た区域はありません。

 

２ 地下水質調査結果―――――――――――――――――――――――――― 

（１）県地下水質調査 

①概況調査 

地下水水質については、県が毎年エリアを定め調

査を実施しています。平成 30年度においては１地点

で実施し、調査結果では汚染は見られませんでした｡

(資料編表 4-3） 

②定期モニタリング調査 

県の地下水調査によって汚染が確認された7地区

30地点において、汚染の改善状況を把握するため、

定期モニタリングを実施しています。平成30年度の

調査においては、29地点中21地点で環境基準を達成

しました。いずれの地区においても、過去に検出さ

れた最高濃度と比較し、改善傾向にあります。近年、

このうち有機溶剤系汚染の定点地19地点においては、

環境基準達成率が概ね横ばいの傾向となっていまし

た。H26年度にトリクロロエチレンの環境基準が強化

されたことで一時的に達成率は下がりましたが、そ

の後は横ばいとなっております。（表4-2-1、資料編

表3-4-4） 

なお、トリクロロエチレン等の有機塩素溶剤系物

質における環境基準の考え方としては、体重50kgの

人が汚染された地下水を毎日2リットル、70年間飲み

続けたとき、10万分の1の確率で発がんするおそれの

ある濃度を踏まえて設定されています。 

 

表 4-2-1 有機溶剤汚染区域内地下水改善状況 

        (％：環境基準適合検体/調査検体) 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 

地下水達成率 

(対象井戸:22) 
81.8 81.8 86.4 80.0 84.2 

※30年度より環境計画の目標値における対象井戸は19地点となった。 

（２）市地下水質調査 

市では、過去に汚染が確認された地区において、

市が浄化対策を実施している地区や、特に監視が必

要だと定めた地区を、県の調査とは別に年１回調査
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を実施しています。 

①吉野地区地下水調査 

吉野地区では地下水揚水ポンプ１箇所と地下水を

利用した消雪装置１箇所の計２箇所についてトリク

ロロエチレンの調査を行っています。平成 30年度の

調査では環境基準を満たしていました。 

②家久地区地下水調査 

平成21年に戸谷片屋線道路高架橋周辺の調査専用

井戸において、総水銀やベンゼンが検出されたこと

に伴い、その工事施工による周辺地下水への環境影

響を調べるために、県の定期モニタリング調査とは

別に、市においても周辺民家井戸で地下水の調査を

開始し、現在も継続調査を実施しています。 

これまで、民家の井戸水で、総水銀とベンゼンが

検出されたことはありません。また、平成 21年に新

たに環境基準が設定された塩化ビニルモノマーにお

いては、全ての地点で、環境基準を満たしていまし

た。 

戸谷片屋線道路高架橋は完成していますが、当面

の間、市は県と連携して、調査を実施していくこと

としています。平成 30 年度の調査においても異常な

変動はありませんでした。

 

３ 浄化対策―――――――――――――――――――――――――――――― 

市では、平成8年度から平成10年度にかけて、汚染地区内（吉野、北府地区）に地下水揚水ポンプを設置し、

揚水による浄化対策を現在も実施しています。吉野地区においては、改善が進み、環境基準を長期にわたって

満たしていたため、浄化対策を終了しています。北府地区においても、改善が進んでいるため浄化対策を終了

しています。 

 

４ 土壌汚染の現況――――――――――――――――――――――――――― 

一般土壌の環境基準は、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持することが望ましい基準として定

められています｡（資料編表 4-5）これは、土壌の汚染状態の有無を判断する基準となるとともに、汚染土壌

にかかる改善対策を講ずる際の目標となるものです。 

 
図 4-4-1 市内における土壌汚染の指定地域 


